
3 用 水中のケイ酸が水稲の生育、収量に及ぼす影響

ねらいと成果

ケイ酸は水稲にとつてはなくてはならないもので

あり、水田にケイ酸資材を施用すると、増収や収量

の安定、査熟向上等の効果が確認されている。しか

し、農業用水 (以下 「用水Jと いう。)中 のケイ酸

濃度はほ場により5～40pPmと大きな差があるにも

かかわらず、用水から供給されるケイ酸の影響につ

いて今まで考慮されていなかった。このため、ボッ

ト試験によリケイ酸濃度の異なる用水で栽培したと

ころ、ケイ酸を多く含有する用水で栽培するとケイ

酸を含有しない用水で栽培した場合と比べて、生育、

収量が向上する傾向があり、20PPm程度が最も増収

効果が大きいことが明らかになつた。

内 容

当センター内ガラス室において1/2000aワグネル

ポットに水稲を3株 移植し、生育期間中に異なるケ

イ酸濃度の用水 (0、 5、 10、20、40ppmにケイ酸

ナトリウムを用いて調製)を供給して栽培を行つた。

品種は 「ヒノヒカリJを 供試し、5月 26日には種、

6月 30日に移植し、10月17日に収穫した。各区2道

とし、施肥は硫安、過石、塩加を用いて窒素、リン

酸、カリをボット当たり各成分 13を基肥として施

用した。供試土壌は細粒責色土 (ittCL)で 、作

付け前の可給志ケイ酸含量は16mg沖00g(植 水保温

静置法)で あり、比較的低かった。

水稲の生育は、草丈は生育初期にO ppm区が良好

な生育を示 したが、出穂期 (9/1)以 降は用水

のケイ酸濃度を5～ 40PPmに 調製 した区 (以下 「ケ

イ酸区Jと いう。)の 方が高 くなった (図 1)。 ケ

イ酸区は最高分げつ期 (8/10)の 茎数が O PPDl区

に比べて少なかつたが、無効分げつが少なかった。

収量はO PPm区よリケイ酸区は増加 し、20PPm区 で

はO PPm区の109%と 最 も増収 した (表)。増収の原

因としてO PPn区と比べてケイ酸区は 1構 もみ数の

増加、及び10PPm、 20pPmで は査flL歩合の向上が詔

められた (表)。水稲中のケイ酸含有率はO PPmか

ら10PPmま で減少 したが、20ppm、 40P,mで は増力,

する傾向が認め られた (図 2)。 ケイ酸吸収宣は

用水中のケイ酸濃度が上昇するにつれて増加する

傾向が認められ、20pPm以上で顕著であった(図2)。

普及上の留意点

本研究はポット試験の結果であ り、地域の上壕、

栽培条件等により結果が変動する可能性がある。

用水中のケイ酸湾度は、筒易分析 ツールが市販

されているため筒便に分析が可能である。
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図2 用水中ケイ酸濃度が水稲のケイ酸吸収量と倉有率に汲ぼす影響図1 用 水■のケイ酸濃度が水稲の生育に及ぼす影響

表 用 水中ケイ酸濃度が水稲の収員と収星構成要素に及ばす影響
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